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能崎幸雄准教授に聞くインタビュー

高校時代は物理より化学の方が好きだったという能崎さん。恩師である宮島先生に師
事し、大学時代の友人や海外の研究者らとの交流を通して、物理の面白さに目覚めた
という。しかも、教壇に立って教えることで分かってくる物理の奥深さにも改めて気
付かされ、物理への関心は深まるばかりだ。そんな能崎さんを学生たちは厳しくも優
しい先生と慕う。

──子どもの頃、好きな遊びや熱中していたことがあります

か？

　母に言わせると、ものを分解するのが好きな子どもだったみ

たいです。わが家は両親が自営業をしていたので留守がちで、

1人っ子ということもあり、1人で遊ぶことがほとんどでした。

そんなある日、母が仕事から帰ってみたら私がカメラを分解し

て遊んでいたというのです。

　今思えば、私はカメラを分解したかったのではなく、その仕

組みを知りたかっただけだと思います。カメラの中にどんな仕

掛けがあって写真を撮れるのか。そして、シャッターボタンを

押すと音がするのはどんな仕組みによるのか。そんなことを不

思議に思い、疑問を感じていたことを覚えています。おそらく

カメラの内部を見ようと裏ぶたを開け閉めするうちに何かが取

れたか壊れたかして分解が始まり、母が帰ってくる頃にはネジ

や部品になっていたんでしょう。ひどく怒られましたね。

　そんなこともあって、母は私のことを理系向きだと思ってい

たようです。そしてそれ以後は、何かを壊されるよりはとプラ

モデルを与えられるようになり、壊すだけでなく、作る方にも

興味を持つようになりました。

──学校の勉強も理系が好きだったのですか？

　どうでしょうか。理系が好きというよりは文系に対する苦手

意識が先にあったように思います。その場で考えれば答えが出

る算数とか理科は好きでしたが、暗記ものなど、日々の地道な

突き詰めることで
面白さが見えてくる	

勉強が必要な科目は苦手でした。漢字の書き取りなどは全滅で

した。それでも中学くらいまでは試験前の一夜漬けでなんとか

なりましたが、高校になるとそれも通用しなくなり、文系科目

を遠ざけ、数学や化学といった理系科目に傾倒していきました。

ただ、物理だけは別でした。現実感がないというか、その面白

さがあまり分からなかったのです。

　それに比べて化学は、化学式で記述した通りに薬品を組み合

わせると目の前で化学式通りの反応を再現することができます。

化学の方がリアルというか、当時の私には面白く思えたのです。

──現実世界を説明できるところが面白いということですか？

　そうですね。どこか現実離れした印象がある物理に比べて化

学はシンプルで、原因と結果が直結するすっきり感もありまし

た。それが高校時代の私には面白く感じられたのだと思います。

物事の本質をつかんでいる感覚さえありました。

　実は、私が物理の面白さに気付いたのは大学に入ってからで

す。きっかけは大学で出会った友人で、とにかく物理が面白い、

物理以外は学問じゃないと力説する彼に感化されたんです。と

りあえず選択肢に残しておこうというくらいの気持ちでした。

それを決定的にさせたのが、今は名誉教授になられている宮島

先生の電磁気学の授業です。先生の授業にはそれまで物理に感

じていた非現実感がなく、わかりやすく、面白くさえありまし

た。物理って楽しいかもと思えたんです。大学 2年のことで

した。本音をいえば、もう少し早く気付きたかったですね。

──研究者になろうと決心したのはいつ頃でしょうか？

　私が研究者になろうと真剣に考えたのは宮島先生の研究室に

所属し、修士課程に入ってからでした。私が研究テーマを探し

ていた頃、助手をしていた先生が研究のために夏休みにフラン

スに行くことになり、一緒に行って現地で研究を手伝ってくれ

る学生を探していたんです。その話を聞くなり、面白そうだと

手を挙げたところ、他に適任者も現れず、フランス行きが決ま

りました。

　フランスという異国で、しかも高いモチベーションを持った
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研究者に囲まれて研究に没頭する日々を通して、集中して研究

することの面白さに気付きました。手伝いでも十分面白いんだ

から自分の研究だったらどうなんだろうと考え、研究者の道を

選びました。

──研究とプライベートの区別は難しいですか？

　結婚するまでは研究三昧でした。でも結婚を機にそれを改め、

子どもが生まれてからはちゃんと切り分けられるようになりま

した。講義の準備が大変なので、家に持ち帰ることもあります

が、子どもと一緒にいるときは完全にプライベートですね。実

際、子どもを前にするとそれだけで手一杯で、物理どころじゃ

ないというのが正直なところです。子どもは何を考えているの

かさっぱり分かりませんし、少しもロジカルではない。でも、

その分からない感じと手に負えない感じとが相まって面白いん

でしょう。現在、プライベートの最大の関心事は子どもである

ことは間違いないですね。

──学生には何を学び取って欲しいと考えていますか？

　私自身の経験を踏まえたアドバイスをするなら、どんな研究

分野でもいいので、自分が面白いと思える対象に出合って欲し

いと思います。すでに見つけている方はそのまま邁
まい

進
しん

してくだ

さい。そして、まだ出合えてない方はあれこれ目移りしてしま

う気持ちをぐっと抑えて、とりあえずでよいので、何か 1つ

に集中することをお勧めします。

　勉強以外にやるべきことも多く、大変とは思いますが、迷い

がある時ほど何かに集中してみてください。それまでの疑問や

謎といったいろいろなことがつながり、納得できる瞬間が必ず

訪れます。その瞬間をぜひとも捉えて欲しいと思います。

◎ちょっと一言◎

学生さんから :

● 一般教養の講義ではただの厳しい先生という印象でしたが、

研究室に入って一変しました。研究で分からないことを質問し

た時も、単に答えを教えてくださるだけでなく、疑問を解決す

るためのステップを細かく刻んで、僕らに考えさせながら理解

の階段を上っていくように説明してくださいます。質問者だけ

でなく、ゼミに参加する全員がなるほど、そういうことだった

んですかとうなずくことも少なくありません。難しいことをご

まかすことなく、難しさはそのまま、ちゃんと理解できるよう

になりました。

� （取材・構成　渡辺  馨）

さらに詳しい内容は
http://www.st.keio.ac.jp/kyurizukai
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